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                                                   県立広島大学 総合教育センター（全学共通教育部門） 

五條 小枝子（全学共通教育「広島と世界」担当主任） 馬本 勉（副センター長・教育改革担当）    
《《《《    背景・背景・背景・背景・目的目的目的目的    》》》》    

・平成27年度，新たな新たな新たな新たな全学共通教育全学共通教育全学共通教育全学共通教育プログラムプログラムプログラムプログラムがスタート 

・大学で学ぶ基礎・基盤科目／専門と並び立つ豊かな教養を身につける科目 

                     「LLLL（エル）字型（エル）字型（エル）字型（エル）字型」に配置 ⇒⇒⇒⇒ 

・「広島と世界広島と世界広島と世界広島と世界」という科目群を新設（各2単位，選択科目） 

県大生として学ぶ広島と世界   ボランティア活動 

地域の理解           地域情報発信論 

留学生と学ぶ広島        異文化としての日本 

海外研修Ⅰ・Ⅱ 

 

「広島と世界」カリキュラムポリシー「広島と世界」カリキュラムポリシー「広島と世界」カリキュラムポリシー「広島と世界」カリキュラムポリシー 

１ 学修目標 地域（広島）への理解と，世界とのつながりへの理解とを踏まえ，その理解や知識を応用・活用し，行動する力理解や知識を応用・活用し，行動する力理解や知識を応用・活用し，行動する力理解や知識を応用・活用し，行動する力を養います。 

２ 学修成果（ア）今を生きる人間としての幅広い知識を身につけ，時代の変化に柔軟に対応できる力が身につきます。（イ）異文化への理解をもとに，物ごとの本質を

見抜いて行動する力が身につきます。 

３ 学修環境（ア）「遠隔講義システム」を活用し，３キャンパスの学生が共に学べる機会を提供します。（イ）フィールドワークフィールドワークフィールドワークフィールドワークにより，地域の課題を肌で感じ取る機

会を提供します。（ウ）グループワーク，ディスカッションやグループワーク，ディスカッションやグループワーク，ディスカッションやグループワーク，ディスカッションや合同発表会合同発表会合同発表会合同発表会等を通じて，コミュニケーション能力を高めるとともに，協働して物ごとを解決すること

の大切さを体感する機会を提供します。（エ）留学生と日本人学生との交流を主眼とする科目を設け，文化的背景の異なる者どうしが理解し合い，共に生きること

の意義を学ぶ機会を提供します。 

 

《《《《    概要・成果・課題概要・成果・課題概要・成果・課題概要・成果・課題    》》》》    

       「広島と世界」における授業設計「広島と世界」における授業設計「広島と世界」における授業設計「広島と世界」における授業設計                                    「地域の理解」 神楽団との交流 

                                                     

 県立広島大学型アクティブ・ラーニング (Campus Linkage Active Learning: CLAL) ：平成26年度 大学教育再生加速プログラム(AP) テーマⅠ(アクティブ・ラーニング) に選定 

 

取組の概要（科目名・特徴） 成果と課題 

    

地域の理解地域の理解地域の理解地域の理解    

・フィールドワークを核とし，講義と連動させたプログラム 

・グループを組んで行うフィールドワークと成果発表会 

・感想カード記入時間（毎回10分）の設定による振り返り 

成果成果成果成果 

1) 体験学修や合同発表会を積極的に実施することにより，キャンパス

を越えた学修を促進することができる。これにより，専門の異なる学

生間のコミュニケーションが生まれ，協働性の涵養につながる。 

2) 新たな発見や広い視野を獲得することにより，学生が「自ら発見す

る喜び」を感じ，深い学びへいざなうことができる。これは主体的な

学修姿勢につながる。 

課題課題課題課題 

1)「広島と世界」でのAL実践を他の科目群担当者と共有し，全学共

通教育プログラムへ体系的に組み込む 

2) ALに対する学生への意識付けを高める 

3) きめこまかな支援のための学修環境を整備する 

    

地域情報発信論地域情報発信論地域情報発信論地域情報発信論    

・中国新聞社スタッフと大学教員の協働による授業運営 

・サテライトキャンパス集中講義，キャンパス混成グループ編成 

・正解のない地域の問題をテーマに情報を集め，発信する力を修得 

    

留学生と学ぶ広島留学生と学ぶ広島留学生と学ぶ広島留学生と学ぶ広島    

・各国からの留学生と交流・フィールドワーク・議論 

・興味に応じたフィールドワーク先選択 

・事前・事後レポートによる知識の定着 

    

異文化としての日本異文化としての日本異文化としての日本異文化としての日本    

・留学生と対面してのディスカッション 

・非母語でのプレゼンテーション 

・異文化に触れ，日本を捉え直す 

                                    

 「地域情報発信論地域情報発信論地域情報発信論地域情報発信論」授業展開 ＜参加型学修＋行動型学修＞                       授業評価アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       


